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１
月
９
日
（
日
）、
戸
沢
村
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、
令
和
３
年
度
戸
沢
村
成
人
式

が
挙
行
さ
れ
、本
村
出
身
の
新
成
人
39
名
の
う
ち
23
名
が
集
ま
り
、再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
が
戸
沢
学
園
で
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
方
々
や
、
保
護
者
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
新
成
人
に
贈
ら
れ
、
20
歳
の
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
令
和
３

年
度
成
人
式
、
当
初
予
定
し
て
い
た
日
程
か
ら
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
式
が
挙
行
さ

れ
、
学
び
舎
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
と
の
再
会
に
ほ
っ
と
安
堵
す
る
新
成
人
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
度
は
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

社
会
の
一
員
と
し
て
、
視
野
を
広
げ
限

り
な
い
可
能
性
を
信
じ
、
勇
気
を
持
っ
て

自
分
の
人
生
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い

尊
い
未
来
が
あ
り
ま
す
。
明
日
の
社
会
を

動
か
す
大
き
な
原
動
力
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
私
の
娘
の
名
前
を
考
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
過
ご
し
た
日
々
は
、
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

人
生
に
お
い
て
目
標
と
な
る
人
を
見
つ
け
、

そ
の
人
に
近
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
追
い
つ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
我
慢

の
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
腐

ら
ず
、
怒
ら
ず
、
あ
き
ら
め
ず
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
心
を
持
ち
、
自
分
の
選

ん
だ
道
を
確
か
め
な
が
ら
一
歩

一
歩
、
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
中
学
を
卒
業
し
た
後
、
お
見

舞
い
の
寄
せ
書
き
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
、
こ
ん
な
に
も
あ
り
が
た
い
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
人
生
は
様
々
な
困

難
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
が
、
必
ず
突
破

口
は
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
い
な
る
幸

せ
を
願
っ
て
い
ま
す
。

戸沢村議会議長
加 藤 文 明

戸沢村長
渡 部 秀 勝

恩　　師
伊 藤 卓 雄 さん

恩　　師
佐 藤 　 誠 さん

恩　　師
齊木なぎさ さん

新
成
人
へ
贈
る
　
お
祝
い
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

戸沢村公式キャラクター戸沢村公式キャラクター
せんどう君せんどう君
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！
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！



　

私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な

成
人
式
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

今
日
ま
で
、
私
た
ち
を
育
て
、
支
え
、
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
家
族
や
先
生
方
、
地

域
の
皆
様
に
、
本
日
私
た
ち
が
無
事
成
人
を

迎
え
た
こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

私
た
ち
は
「
二
十
歳
」
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
働
い
て
い

る
人
、
学
生
と
し
て
勉
学
に
励
む
人
、
自
身

の
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
考
え
て
い
る
人
な

ど
、
様
々
で
あ
り
ま
す
。 

　

今
の
日
本
社
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
生
活
様
式
が
一

変
し
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る

世
の
中
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
、
こ
の
社
会
で
新
成
人
と
し

て
自
覚
を
持
ち
、
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
暖
か
い
目
で
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
こ
こ
に
集
う

新
成
人
一
同
、
戸
沢
村
の
出
身
で
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
、
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
っ
て
い
く

こ
と
を
誓
い
、
成
人
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

保
護
者
か
ら
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

新
成
人
を
代
表
し
加
藤
茉
奈
美
さ
ん
と
田

中
友
揮
さ
ん
が
朗
読
し
ま
し
た
。

新　成　人
加藤茉奈美 さん

新　成　人
田 中 友 揮 さん

新成人代表
秋保このみ さん

※撮影時のみマスクを外しております

誓
い
の
言
葉

保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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先
月
号
で
は
、
基
本
計
画
第
１
節
「
⒊

交
通
体
系
・
通
信
基
盤
の
整
備
」か
ら
、第

２
節
「
⒉
観
光
と
交
流
の
促
進
①
」
ま
で

の
事
業
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
第
２
節
「
⒉
観
光
と
交
流
の

促
進
②
」
か
ら
第
３
節
ま
で
の
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

第
２
節

　

活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
村
づ
く
り

　　
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
安
心

安
全
な
農
産
物
の
供
給
や
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
農
業
と
観
光
の
振
興

を
図
り
、
生
ま
れ
た
こ
の
地
で
安
心

し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
就
労
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⒉　
観
光
と
交
流
の
促
進

②
交
流
事
業
の
推
進

　
「
都
市
」「
世
代
間
」「
農
産
物
・
特
産
品
」

「
農
業
・
自
然
体
験
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
）」
と
い
っ
た
交
流
活
動
の
促
進

と
、
国
際
交
流
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
世
代
間
交
流
の
促
進
（
旬
の
市
な
ど
）

•
婚
活
事
業
の
広
域
実
施

•
都
市
等
と
の
地
域
間
交
流
の
促
進

　
（
東
京
戸
沢
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
物
産
市
な
ど
）

•
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進

•
国
際
理
解
の
た
め
の
国
際
交
流
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⒊　
商
工
業
の
振
興
と
労
働
環
境
の
充
実

①
商
工
業
の
振
興

　

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
商
店
経

営
の
近
代
化
推
進
や
、
地
域
密
着
型
の
強

み
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、
地
元
消

費
の
拡
大
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
支
援

•
差
別
化
を
図
る
経
営
感
覚
の
確
立
及
び
指
導

•
新
分
野
進
出
等
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創

出
と
安
定
雇
用

•
起
業
支
援
の
推
進

•
広
域
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
企
業
誘
致

の
促
進

•
商
工
／
農
商
を
は
じ
め
と
す
る
連
携
や

本
業
＋
副
業
の
事
業
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
雇
用
と
労
働
環
境
の
充
実

　
「
若
者
の
地
元
定
住
」「
勤
労
者
の
生
活

環
境
整
備
」「
安
心
し
て
就
労
で
き
る
体

制
」
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
若
者
労
働
者
の
雇
用
の
場
の
確
保

•
誰
も
が
働
き
や
す
い
雇
用
の
場
の
確
保

•
労
働
環
境
の
改
善

第
３
節

　

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
村

づ
く
り

　　
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
が
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
社
会
や
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
共
に
生
き
る
社
会
を
推
進
し
、

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

⒈　
健
康
づ
く
り
の
推
進　

①
健
康
の
推
進

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
」
の
普
及
や
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
診
療
所
の
医
療
体
制
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
疾
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

•
健
康
指
導
／
健
康
教
育
の
充
実

•
地
域
医
療
体
制
の
充
実

•
村
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

•
食
育
の
推
進
（
幼
児
期
か
ら
の
食
育
）

•
効
率
的
な
施
策
の
展
開
（
特
定
健
診
や

サ
ロ
ン
・
介
護
予
防
教
室

•「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
の
推
進

②
予
防
接
種
の
実
施

　

感
染
・
伝
染
の
恐
れ
が
あ
る
疾
病
の
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
予
防
接
種
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
に
日
本
も
含
め
て
世
界
的
に

大
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
、
今
後
も
新
た
な
感
染
症
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
平
成
26
年
に
策

定
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行

動
計
画
の
策
定
を
見
直
す
と
と
も
に
、
感

染
症
予
防
対
策
と
し
て
の
物
品
の
計
画
的

備
蓄
も
課
題
と
な
り
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
予
防
接
種
の
勧
奨

•
予
防
接
種
の
情
報
提
供
（
健
康
相
談
や

健
康
教
室
等
）

•
予
防
接
種
へ
の
公
費
助
成

•
感
染
症
対
策
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
社
会
保
障
制
度
の
充
実

　

各
種
社
会
保
障
制
度
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
医
療
費
の
抑
制
、
介
護
保
険
料
の

負
担
軽
減
、
保
険
料
収
納
率
の
向
上
減
免

制
度
の
適
正
利
用
な
ど
、
財
政
基
盤
の
確

立
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
の
自
立
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
制

度
を
活
用
し
た
生
活
支
援
・
生
活
実
態
に

即
し
た
生
活
保
障
制
度
の
適
正
な
運
用
に

努
め
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
各
種
社
会
保
障
制
度
の
安
定
運
営

•
年
金
制
度
の
円
滑
な
運
営

•
民
生
委
員
／
児
童
委
員
活
動
の
推
進

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
を
紹
介
し
ま
す　
④

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画
を
紹
介
し
ま
す　
④
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⒉　
子
育
て
支
援
の
推
進

①
子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
の
経
済
的
な
不
安
や
地
域
で
の

孤
立
化
を
解
消
し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
守
り
育
て
、
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
家

庭
を
支
え
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
経
済
的
支
援
の
実
施
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
助
成
や
保
育
所
の
給
食
無
償
化

等
）

•
子
ど
も
の
人
権
尊
重
の
推
進
（
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
）

•
地
域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
活
動
の

醸
成

•
計
画
的
な
子
育
て
の
環
境
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
子
育
て
環
境
の
整
備

　

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
子

育
て
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
充
実

•
幼
児
教
育
の
充
実

•
親
子
や
親
同
士
の
交
流
機
会
の
創
出

•
育
児
相
談
／
指
導
体
制
の
整
備

•
経
済
的
支
援
の
実
施

•
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
へ
の
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⒊　
地
域
福
祉
対
策
の
充
実

①
地
域
福
祉
の
充
実

　

総
合
的
な
地
域
福
祉
を
進
め
る
た
め
に
、

戸
沢
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
さ
ら
な
る

連
携
の
強
化
や
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
を
展
開
し
、
生
活
課
題

解
消
の
た
め
の
相
談
窓
口
や
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•「
伴
走
型
相
談
支
援
」
体
制
の
構
築

•
村
民
と
の
協
働
の
推
進

•
福
祉
教
育
の
推
進

•
虐
待
、
家
庭
内
暴
力
、
引
き
こ
も
り
等

の
未
然
防
止

•
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の
強
化

•
社
会
福
祉
活
動
へ
の
支
援

•
成
年
後
見
制
度
の
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
要
介
護
の
状
態
で

あ
っ
て
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
生

活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
支
え
合
い
に
よ

る
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
推
進

•
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

•
地
域
支
え
合
い
活
動
の
促
進

•
認
知
症
対
策
の
推
進

•
在
宅
介
護
支
援
の
推
進

•
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
造

•
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

•
福
祉
の
担
い
手
の
確
保
と
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

戸
沢
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
障

が
い
者
が
積
極
的
に
加
で
き
る
機
会
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

〇
主
要
な
政
策

•
地
域
支
援
体
制
の
構
築

•
障
が
い
者
の
移
動
支
援

•
障
が
い
者
の
相
談
支
援
体
制
の
強
化

•
障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
推
進

•
社
会
参
加
へ
の
支
援

•
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
回
３
月
号
で
は
、
第
４
節
『
文
化
と

自
然
を
大
切
に
す
る
心
豊
か
な
村
づ
く

り
』
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
村
の
「
定
住
」「
雇
用
」「
子
育
て
」「
教

育
」
の
充
実
を
図
り
、
人
口
減
少
が
ゆ
る
や

か
に
な
る
よ
う
計
画
最
終
年
度
で
あ
る
令
和

12
年
の
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
社
人
研
）
に
よ
る
推
計
の
約

３
，
３
０
０
人
を
約
４
０
０
人
上
回
る
３
，

７
０
０
人
以
上
と
設
定
し
ま
す
。

　
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
『
第
２
節
⒈
⑧
林
業

の
振
興
』
の
記
載
が
重
複
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

第
５
次
戸
沢
村
総
合
計
画

　
　
　

～
基
本
構
想
の
解
説
～　

①

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H22 H27 R2 R7 R12

人口ビジョン 社人研（H30推計）

（人）5,304
4,773 4,280 3,980 3,700

3,769
（社人研） 3,328

（社人研）

推 計 値実 績 値

生産年齢人口
（15~64歳）老年人口

（65歳以上）

総人口　3,700人

年少人口
（0~14歳）

11.62％

年少人口
（0~14歳）

42.43％
45.95％

11.62％

図１　村の将来人口推計 図２　将来人口割合（R12）



　チャリティ／ボランティア

門松・なし団子づくり

● 6 ●
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　12月20日（月）、戸沢学園内の募金活動で集まった赤
い羽根共同募金が社会福祉協議会へ届けられました。８
年の高橋悠翔さん（上松坂）と６年の長澤乃々華さん（堀
田沢）は、「校内で電子黒板などを利用し募金への協力
を呼びかけた」とお話ししていました。今回いただいた
募金は、村内に住む高齢者世帯などを対象にした社会福
祉事業のために活用させていただきます。この度はご協
力ありがとうございました。

　新年と小正月に向け、12月から１月にかけて村内で「門松」「なし団子」づくりが行われました。乙夜塾
の方々が講師となり、戸沢学園３年生の児童に門松を、戸沢保育所さくら組（５歳児）の園児とふれあい食堂（と
ざわふれあいセンター）の参加者にはなし団子づくりをレクチャーしました。一家の繁栄と無病息災を祈願し
た正月飾りの製作に新鮮さを感じる子どもたちと、それを懐かしむ方々の姿が印象的でした。

　１月16日（日）から、戸沢村社会福祉協議会が主催す
る除雪ボランティア活動が始まりました。
　除雪作業が困難な村内の高齢者世帯を対象に、毎週日
曜日（２月６日まで）に職員と有志の方々が訪問し、除
雪ボランティアを行います。
　16日は、約20名の方が参加しグループに分かれ、津
谷・元屋敷・上本郷・鹿ノ沢（滝ノ下）の４地区で除雪
作業に取り組みました。

赤い羽根共同募金が届けられました

社会福祉協議会除雪ボランティア

12月17日（金）12月17日（金）
戸沢学園３年生戸沢学園３年生
門松づくり体験門松づくり体験

12月27日（月）12月27日（月）
戸沢保育所さくら組戸沢保育所さくら組
なし団子づくり体験なし団子づくり体験

１月15日(土)１月15日(土)
とざわふれあいセンターとざわふれあいセンター

なし団子づくり体験なし団子づくり体験

今月のできごと今月のできごと今月のできごと今月のできごと



スポーツ指導者講習会

最上地区小学生人権書写展
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　最上管内の小学生を対象に人権書写展が行われ、
戸沢学園５・６年生の児童48名が作品を応募しま
した。 
　次代を担う子どもたちの人権尊重の大切さや必
要性について理解を深める機会となり、児童らは

「生命」「希望」「思いやり」などの課題を書き上げ、
12月に学園内で展示が行われました。 

　12月17日(金)、『飲酒運転撲滅・冬道の交通事故防止強化旬間』に合わせ、交通安全母の会活動の一環として、
飲食店訪問を行いました。駐在所の方々の協力をいただき、村内の飲食店９ヵ所を訪問し、各店にチラシ・反
射材用品等の啓発物品を配布しながら、利用客に飲酒運転をさせないための協力依頼と冬道の交通事故防止を
呼びかけました。 

　12月24日（金）、赤十字活動資金にご協力していただいた斉藤和子さん（古口）、松田一男さん（名高）に
対し、日本赤十字社戸沢村分区長より銀色有功章が伝達されました。 
　赤十字活動資金は、日本赤十字社山形県支部において、災害救護、救援物資の備蓄、ボランティア育成、被
災地で行う活動などに大切に活用されます。多大なるご協力に心より感謝申し上げます。 

　12月18日（土）、今年度第１回目とな
るスポーツ協会主催の『村内スポーツ指
導者』と『スポーツをする子どもを持つ
保護者』を対象とした講習会が生涯学習
センターを会場に実施されました。
　当日は、ほりばた接骨院（新庄市）の
髙橋先生を講師としてお呼びし、「スポ
ーツ障害予防とストレッチ」といった内
容で実技を踏まえての講習会となりまし
た。
　参加者は、子どもたちに教える前に自
身が実際に体験することでストレッチの
重要性を再認識することができ、実りの
ある講習会となりました。

↓講習会の様子
　（実技講習中）

↑講師の髙橋先生
　（座学の様子）

今月のできごと今月のできごと今月のできごと今月のできごと

交通安全・飲酒運転撲滅啓発

日本赤十字社 銀色有功章を伝達
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とざわ介護便り
　～第1回　介護保険のしくみ～

『とざわ介護便り』4回にわたって連載していきます！

　2月号から5月号までの計4回にわたり、介護保険をテーマごとに詳しく解説していきます。第1回目の今月
号では、『介護保険のしくみ』について解説していきます。
　
介護保険はみんなで支え合う制度です

　40歳以上の皆さんが加入者（被保険者）となって、保険料を負担してお金をいれておく『お財布』のよう
なものです。介護が必要になるとこの『お財布』のお金を使って、介護サービスが受けられます。介護保険は、
介護が必要になっても安心して暮らし続けることを目指すとともに、自立した生活を送れるように支援します。
　
『お財布』の内訳～介護保険の財源～

　介護保険は、国・県・村の負担する『公費（税金）』と40歳以上の皆さんが納めている介護保険料でまか
なわれています。

　　　介護保険料は住んでいる市町村によって異なります

　市町村ごとに『使っている介護サービスの量』が違っているからです。
　サービスを沢山使えば保険料は高くなり、少なければ安くなります。 介護保険はこのよう
な仕組みになっています。さらに重度な要介護者が多くなると、その分保険料は高くなりま
す。元気なうちから介護予防に取り組むことで介護費用の抑制につながります。

次回は、戸沢村の介護保険料について解説していきます。

　問い合わせ先　戸沢村健康福祉課 医療介護係 0233-72-2364（内線142・144）　

◇40歳から64歳までの方の保険料
（第2号被保険者）
　加入している医療保険と合わせて納付しま
す。介護保険の対象となる病気が原因で介護
や支援が必要になったとき、村の認定を受け、
介護サービスを利用することができます。
　
◇65歳以上の方の保険料
（第1号被保険者）
　戸沢村の介護保険サービスに必要な『基準
額』をもとにして決まります。介護が必要に
なったときは、村の認定を受け、介護サービ
スを利用することができます。

基　準　額
（年　額） ＝ × ÷

戸沢村で
介護給付費に

係る費用

65歳以上の方
の負担分（23％）

65歳以上の
方の人数

第2号被保険者
27％

第1号被保険者
23％

介護保険料の

基準額はこのように

決まります

重 要！！重 要！！

公　費
50％

27％
40 〜 64歳
の方の保険料

65歳以上の
方の保険料

23％

国
・
県
・
村
の
負
担
分

23％
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人
生
に
は
、
節
目
節
目
で
大
き
な
選
択
を

迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
校
進

学
の
際
の
進
路
選
択
は
、
自
分
に
置
き
換
え

て
み
て
も
、
人
生
で
最
初
に
経
験
す
る
大
き

な
決
断
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
学
卒

業
後
、
一
体
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
、
受

験
勉
強
の
合
間
に
夜
な
夜
な
思
い
悩
ん
で
い

た
あ
の
頃
の
自
分
と
同
じ
年
の
皆
さ
ん
、
ど

う
し
よ
う
も
な
く
不
安
に
な
っ
て
苦
し
い
時

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
鉛
筆
を
投

げ
な
い
」
で
、
ど
う
か
最
後
ま
で
問
題
を
考

え
続
け
て
く
だ
さ
い
。
思
い
悩
む
と
い
う
努

力
の
先
に
、
ひ
ら
め
き
と
い
う
ご
褒
美
が

待
っ
て
い
て
、「
受
験
勉
強
」
と
い
う
の
は
、

そ
の
不
思
議
な
感
覚
を
体
験
で
き
る
絶
好
の

機
会
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
受
験
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護

者
の
方
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
行
っ
て
欲
し
い
高
校
に
、
子
ど
も
が
行

か
な
い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

家
庭
の
事
情
や
通
学
の
こ
と
を
考
え
、
子
ど

も
の
希
望
通
り
の
高
校
に
進
学
さ
せ
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

お
子
さ
ん
の
高
校
受
験
を
見
守
る
立
場
と
し

て
も
気
が
気
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
中
学
生
を
主
な
対
象
に
し
て
、

学
習
支
援
の
分
野
で
何
か
力
に
な
れ
な
い
か

と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
度
、
一
つ
の
企
画

を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
戸
沢
村
自
学
カ
フ
ェ
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
土
曜
日
の
図
書
館
を
自
主
学
習
、

お
よ
び
自
由
学
習
の
た
め
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
て
行
う
学
習
支
援
で
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
日　

時
：
図
書
室
が
一
般
開
放
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　

土
曜
日
（
令
和
4
年
3
月
～
） 

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分 

ま
で

場　

所
：
戸
沢
村
中
央
公
民
館 

図
書
室 

対
象
者
：
主
に
中
学
生 

利
用
料
：
無
料 

持
ち
物
：
学
習
教
材
、
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

な
ど

　　

こ
の
「
自
学
カ
フ
ェ
」
に
は
、
私
が
「
マ

ス
タ
ー
」
と
し
て
在
室
し
、
子
ど
も
た
ち
の

自
学
を
見
守
る
ほ
か
、
質
問
や
要
望
に
も
可

能
な
限
り
対
応
い
た
し
ま
す
。
保
護
者
の
方

の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
運
営

を
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
形
式
に
辿
り
着
く
ま
で
、

関
係
者
の
方
々
に
は
、
何
度
も
貴
重
な
お
時

間
を
割
い
て
ご
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
企

画
の
内
容
と
方
向
性
に
関
し
て
悩
み
な
が
ら
、

私
自
身
が
「
自
学
」
を
し
て
い
た
か
の
よ
う

で
す
。
皆
さ
ん
と
こ
う
し
て
地
域
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

國
峯
充
浩

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
（
３
回

目
）
実
施
の
た
め
、
２
月
か
ら
４
月
の
間
、

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
診
療
を
休
診
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
休

診
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

休
診
日
（
第
２
・
第
４
土
曜
日
）

　
２
月
12
日　
２
月
26
日

　
３
月
12
日　
３
月
26
日

　
４
月
9
日　
４
月
23
日　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
沢
村
中
央
診
療
所

　
電
話　
０
２
３
３
―
７
２
―
３
３
６
３

　
戸
沢
村
健
康
福
祉
課

　
電
話　
０
２
３
３
―
７
２
―
２
３
６
４

　

森
林
法
（
昭
和
26
年
法
律
第
249
号
）

第
10
条
の
6
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
、

戸
沢
村
森
林
整
備
計
画
を
変
更
し
た
い

の
で
、
同
法
第
10
条
の
6
第
4
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
6
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
、

当
該
市
町
村
整
備
計
画
の
案
を
縦
覧
に

供
す
る
。
な
お
、
戸
沢
村
森
林
整
備
計

画
の
案
に
意
見
の
あ
る
者
は
、
縦
覧
期

間
が
完
了
す
る
日
ま
で
に
村
長
に
対
し
、

理
由
を
付
し
た
文
章
を
も
っ
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
縦
覧
場
所
／
戸
沢
村
産
業
振
興
課

▼
縦
覧
期
間
／
3
月
1
日
（
火
）
ま
で

▼
縦
覧
時
間
／
8
時
30
分
～
17
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
沢
村
産
業
振
興
課 

農
村
整
備
係

　
電
話　
０
２
３
３
―
７
２
―
２
５
２
７

　

令
和
4
年
度
に
戸
沢
村
が
発
注
す
る
、
建
設
工
事
・
測
量
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
等
に

係
る
競
争
入
札
等
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
方
は
、「
令
和
3
・
4
年
度
、
競
争
入
札
参
加

資
格
」
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
追
加
申
請
を
希
望
す
る
方
は
資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
／
2
月
1
日
（
火
）
～
28
日
（
月
）
ま
で
※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

　
詳
し
く
は
、
村
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
左
記
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
／
戸
沢
村
建
設
水
道
課 

建
設
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
999
―

6401　
最
上
郡
戸
沢
村
大
字
古
口
270
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話　
０
２
３
３
―
７
２
―
２
５
４
７

戸
沢
村
中
央
診
療
所

　
　
　
　

休
診
日
の
お
知
ら
せ

戸
沢
村
森
林
整
備
計
画

変
更
に
伴
う
縦
覧
の
お
知
ら
せ

令
和
３
・
４
年
度　

競
争
入
札
参
加
資
格
追
加
申
請
に
つ
い
て

村

か

ら

の

お

知

ら

せ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄
　
第
十
話

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
月
抄
　
第
十
話
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　この給付金は、「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策（閣議決定）」の趣旨を踏まえ、様々な困難に直
面した方々への暮らしの支援のため、基準日において住民税非課税世帯等に対し１世帯あたり１０万円の給付
を行うものです。

対象世帯

　令和３年度分の住民税非課税世帯（世帯全員が住民税非課税の世帯）。
※ただし、住民税が課税された者の扶養親族のみで構成する世帯は対象外になります。

　令和３年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、世帯全員が住民税の非課税とな
る水準まで収入が減少した世帯。

基 準 日 令和３年12月10日

手 続 き
について

住民税非課税世帯
　「住民税非課税等に対する臨時特別給付金支給要件確認書」を既に送付しておりますので、提出
期限まで忘れずに提出してください（※提出期限は発行日より3 ヵ月間）。

転入者が居る世帯
　令和３年１月２日～令和３年12月10日までに転入した者が含まれる世帯に対しては、「住民税非
課税等に対する臨時特別給付金申請書」を既に送付しております。転入者等の非課税を確認できる
書類を添付し、申請期限まで忘れずに提出してください（※申請期限：令和４年９月30日）。

コロナの影響を受けて収入が減少した世帯
　コロナウイルス感染症の影響を受けて非課税世帯と同じ水準まで収入が減少した世帯の方は、給
付担当課で住民税非課税等に対する臨時特別給付金申請書（家計急変世帯分）を発行しますので申
請ください（※申請期限：令和４年９月30日）。

そ の 他 本給付金に関するお問い合わせは、担当窓口までお願いします。

給付金担当窓口　戸沢村総務課 総務係　電話０２３３－７２－２１１１（内線２１２）

　戸沢村では、将来社会を担う若者の人材育成や、医師として活躍する事を目指している医学生を応援する奨
学金制度が設けられています。また、令和４年度より医学部医学科に進学（または進学を予定）している医学
生を対象に、年額200万円給付する制度が加わります。
１．貸 与 額　
　⑴医学部・歯学部　月額５万円以内
　⑵戸沢村中央診療所勤務の意思のある医学生　200万円以内　 ▲ ▲ 令和４年度より追加
　　※貸与期間の１. ５倍の期間（当該期間が７年に満たない場合は７年）、戸沢村中央診療所にて勤務された
　　　方は返還が免除されます。
　⑶その他の大学・短大・専修学校等　月額３万円以内
２．対 象 者　
　高校を卒業（予定）した者で、学校教育法に規定する大学
及び村長が認める学校に進学し、次の要件に該当する方。
　⑴戸沢村に住所を有する者の子弟／⑵学費支弁に困難と認
　められる者／⑶出身校または在学校長の推薦する者
３．募集期間　２月１日（火）～４月15日（金）必着
問い合わせ先　戸沢村教育委員会（戸沢村共育課）学校教育係
　　　　　　　電話　０２３３－７２－３２４２

　　修学資金の詳細はこ
ちらのQRコードをお読
み取りいただくか、下記
URLでご確認ください。

　
▽戸沢村ホームページ
www.vill.tozawa.yamagata.jp/news/18816/

村 か ら の お 知 ら せ

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の支給について

戸沢村教育振興修学資金のご案内　～令和４年度より新制度が加わります～
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募集職種　保健師（１名）
職務内容　保健に関する業務に従事
受験資格　昭和61年４月２日以降に生まれた方で、採用予定年月日（令和４年４月１日）において保健師免許
　　　　　を保有、もしくは取得見込みの方。
試 験 日　日程については応募された方に後日お知らせします。
試験種目　作文試験・面接試験
応募期限　３月４日（金）まで【※郵送の場合は当日消印有効】
受付時間　８時30分～ 17時【※土・日・祝祭日を除く】
応募方法　申込書類は総務課窓口または村ＨＰから取得できます。

　「戸沢村プレミアム付き商品券」の有効期限は２月末日までとなります。冬季の燃料代や冬タイヤ、制服や
新学期用品、暖房器具などの家電、村内での外食、日用品の購入やリフォームの支払いなど幅広くご活用いた
だけるお得な商品券ですので、使い忘れの無いようご注意ください。商品券は有効期限を過ぎるとその効力を
失います。返金は一切受け付けられません。

戸沢村プレミアム付き商品券の有効期限・・・２月28日（月）まで
商品券に関する問い合わせ／もがみ北部商工会戸沢事務所　電話　０２３３－７２－２６６５

募集職種　保育士（５名）
職務内容　保育に関する業務に従事
受験資格　保育士資格をお持ちの方
選考方法　面接試験による選考とし、日程については応募された方に後日お知らせします。
応募期限　３月14日（月）まで【※郵送の場合は当日消印有効】
受付時間　８時30分～ 17時【※土・日・祝祭日を除く】
応募方法　履歴書を記入の上、総務課総務係にお申し込みください。
勤務場所　戸沢保育所（〒999-6402　戸沢村大字蔵岡3718番地1）
雇用期間　令和４年４月１日（金）～令和５年３月31日（金）
勤務条件　•勤務日および勤務時間　週５日　８時30分～ 17時00分
　　　　　•報酬月額　143,000円から（職歴・学歴・経験年数・勤務条件等により月額を決定します）
　　　　　•各種手当　期末手当（６月・12月）／通勤手当（費用弁償）／時間外勤務手当　他
　　　　　•昇給制度あり　原則４月１日
　　　　　•年次有給休暇　最大20日／繰越あり（最大20日）／原則４月１日付与
　　　　　•その他の休暇制度　病気休暇／特別休暇
問い合わせ／申込先　戸沢村総務課 総務係　ＴＥＬ ０２３３－７２－２１１１　 ＦＡＸ ０２３３－７２－２１１６

•戸 沢 村 役 場 ホ ー ム ペ ー ジ　『 http://vill.tozawa.yamagata.jp/ 』
•戸沢村ふるさと納税応援サイト　『 http://www.furusato.vill.tozawa.yamagata.jp/ 』
•戸沢村観光物産協会ホームページ　『 http://www.kankoh.vill.tozawa.yamagata.jp/ 』
•と ざ わ フ ォ ト コ ン テ ス ト　『 http://tozawaphotocon.com/ 』

令和３年度　戸沢村職員採用試験の募集案内（保健師）

戸沢村プレミアム付き商品券　有効期限について

保育士（会計年度任用職員）を募集します

戸沢村ホームページ各種ＵＲＬ

問い合わせ／申込先
戸沢村総務課 総務係
　ＴＥＬ　０２３３－７２－２１１１
　ＦＡＸ　０２３３－７２－２１１６

村 か ら の お 知 ら せ

もが み北部商工会 からのお 知らせ
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メシが食える大人になる！よのなかルールブック／高濱　正伸
　これから厳しい社会に出ていく子どもたちに伝えておきたい本当のことを、５０の「よの

なかルール」としてまとめました。ちょっぴりピリ辛なことばと、ユーモアあふれるイラス

トの組合せが楽しい一冊です。「見た目ではなく中身で勝負する人になる」「しかられること

にくじけない」「身近な人にこそ丁寧な態度を」など、大人にもグッとくる言葉が満載です。

2月図書室カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

　
　 1

休館

2

休館

3

休館

4

休館

5

休館

6

休館

7

休館

8

休館

9

休館

10

夜間

11

休館

12

午前

13

休館

14 15 16 17

夜間

18

夜間

19

午前

20

休館

21 22 23

休館

24

夜間

25

夜間

26

午前

27

休館

28 　 　

世界でいちばん素敵な雲の教室／荒木　健太郎
　雲ってなに？雲はどうして白いの？雲のしくみをはじめとする、空に関するさまざまな現象

を、美しい写真とともにシンプルなＱ＆Ａで解説。見上げるたびに空が楽しくなる。雲研究者

が伝える、雲との上手な付き合い方。一期一会の雲の心、つかんでみませんか？

魔法少女の秘密のアトリエ　変身アイテムとマジカルグッズの作り方／魔法アイテム錬成所
　きらめく魔法石がちりばめられたコンパクト、魔法を自在に操るステッキ、願いを叶える

魔法アクセサリーなどなど…子供のころにあこがれた魅惑のマジカルグッズを、身近なハン

ドメイド素材で作る方法を紹介。お部屋を素敵な魔法アイテムで飾りたい方にも、人気ハン

ドメイド作家の作品を眺めて楽しみたい方にもおすすめです！

サンタさんなんてだいきらい／ラーワーちひろ
　「悪い子のところにはサンタは来ないよ」ってみ

んな言うけど、わたしが良い子か悪い子か、サン

タさんが決めるなんて、おかしいと思う。サンタ

さんなんてだいきらい。プレゼントもいらない！

鮭川村在住ラーワーちひろ氏による新作絵本です。

１日～10日まで、蔵書点検のため休館いたします。
11日と23日は祝日のため休館いたします。

☆寄贈図書の受け入れについて☆
　「読書の村とざわ」として、村民の方々に提供する図

書や資料をより一層充実させていくために、不要になっ

た本や読み終わった本をぜひご寄贈ください。

※寄贈本の取り扱いについては、戸沢村中央公民館図書

室に一任していただきますので、本の返却には応じる

ことができません。ご了承ください。

問い合わせ先／戸沢村中央公民館

　　　　　　　電話　０２３３－７２－２３０４

受け入れできるもの
・出版後10年以内の図書
・出版後10年以上でも、戸沢村や山形県に関する図書
・図書室に所蔵する必要があると判断される資料

受け入れできないもの
・雑誌　・百科事典　・漫画　・問題集
・ビデオやDVDなどの視聴覚資料
・破損や書き込みのある図書

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.107vol.107
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━━ infomaition ━━

確
定
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ（
新
庄
税
務
署
）

▼
開
設
場
所
／
新
庄
税
務
署
▼
開
設
期
間
／
令

和
４
年
２
月
７
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
火
）

９
時
か
ら
17
時
ま
で
※
土
日
祝
日
を
除
く
▼
会

場
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
す
。
会
場
で
の
当
日
配
布
と
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
の
事
前
発
行
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

自
宅
か
ら
の
ス
マ
ホ
申
告
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
／
新
庄
税
務
署
個
人
課
税
部

門　

電
話　

０
２
３
３
―
２
２
―
５
１
１
３

企　

業　

説　

明　

会

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会
２
０
２
３

　

令
和
５
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
学

生
を
対
象
に
、
企
業
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十

分
に
実
施
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
学
生
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
▼
日

時
／
３
月
14
日
（
月
）、
３
月
15
日
（
火
）　

13

時
～
16
時
30
分
▼
場
所
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
）
▼
内
容
／
企
業

に
よ
る
学
生
へ
の
業
務
内
容
説
明
（
両
日
そ
れ

ぞ
れ
100
社
）
▼
対
象
／
令
和
５
年
３
月
に
、
大

学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
を
卒

業
予
定
の
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
（
事
前
申
込

不
要
）
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新

庄　

電
話　

０
２
３
３
―
２
２
―
８
６
０
９

お
知
ら
せ
版

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
等
の

お
知
ら
せ
を
紹
介
し
ま
す

や
ま
が
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス

▼
期
間
／
３
月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）

▼
参
加
企
業
／
100
社
以
上
▼
対
象
／
令
和
４
・

５
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望

者
・
県
内
企
業
で
の
就
職
希
望
の
方
▼
参
加
方

法
／
特
設
Ｈ
Ｐ
よ
り
事
前
登
録

http://w
w

w.career-bank/co.jp/y-w
orkfes

募　
　

集　
　

案　
　

内

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
利
用
モ
ニ
タ
ー

　

募
集
延
長

▼
期
間
／
３
月
10
日
（
金
）
ま
で
▼
時
間
／
９

時
～
18
時
１
回
あ
た
り
上
限
２
時
間
ま
で
▼
場

所
／
「
ゆ
め
り
あ
」
１
階 

大
廊
下
▼
申
込
／

電
話
で
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
17
時
締

切
）
▼
利
用
料
／
無
料
※
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
必
須
▼
使
用
設
備
／W

i-Fi

・
デ
ス
ク

ラ
イ
ト
・
コ
ン
セ
ン
ト
・
液
晶
モ
ニ
タ
ー
・
飛

沫
防
止
板
※
飲
食
物
持
込
可
▼
申
込
先
／
最
上

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」
事
務
室

電
話
０
２
３
３
―
２
８
―
８
８
８
８

　
新
規
就
農
支
援
研
修 

研
修
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
方
を
対

象
に
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
▼
研
修
期
間
／

令
和
４
年
４
月
～
令
和
５
年
３
月
▼
募
集
人
員

／
新
規
就
農
希
望
者
50
名
▼
研
修
先
／
農
業
関

係
試
験
研
究
期
間
・
先
進
農
業
経
営
者
・
農
林

大
学
校
等
▼
受
講
料
／
無
料
（
た
だ
し
教
材
・

傷
害
保
険
・
宿
泊
等
の
必
要
経
費
は
自
己
負

担
）
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
山
形
県
立
農
林
大
学

校 

研
修
部
（
新
庄
市
大
字
角
沢
１
３
６
６
）

　

電
話　

０
２
３
３
―
２
２
―
８
７
９
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
３
３
―
２
３
―
７
５
３
７

　

メ
ー
ル　

kenshu@
ynodai.ac.jp

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』
結
婚
相
談
会

▼
日
程
／
①
２
月
12
日
（
土
）
13
時
～
16
時
45

分
※
２
月
10
日
締
切
②
３
月
12
日
（
土
）
13
時

～
16
時
45
分
※
３
月
10
日
締
切
▼
会
場
／
や
ま

が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
最
上
支
所

（
新
庄
市
若
葉
町
１
―
39
）
▼
対
象
者
／
結
婚

を
希
望
す
る
方　

各
回
５
組（
１
組
45
分
程
度
）

ご
本
人
さ
ん
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
親
御
さ

ん
等
の
出
席
も
可
▼
申
込
先
／
や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
山
形
セ
ン
タ
ー　

電

話　

０
２
３
―
６
８
７
―
１
９
７
２　

最
上
支
所　
電
話 

０
２
３

３
―
２
９
―
８
３
８
０

※
最
上
支
所
営
業
日　

木

～
土
曜
日　

10
時
～
19
時

果
樹
王
国
や
ま
が
た
を
支
え
る
皆
様
へ

　

凍
霜
害
・
降
ひ
ょ
う
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風
・

豪
雪
・
開
花
期
の
低
温
な
ど
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
想
定
外
の
自
然
災
害
に
備
え
て
、
果

樹
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
園
芸
施
設
共
済
は
、
小
さ
な
損
害
で
も
補

償
対
象
と
す
る
特
約
や
、
再
建
に
役
立
つ
よ
り

ワ
イ
ド
な
補
償
な
の
選
択
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
只
今
加
入
促
進
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
／
山
形
県
農
業
共
済
組
合
本

所
園
芸
部　
電
話 

０
２
３
―
６
５
６
―
８
９
７
８

ご　
　

相　
　

談

相
続
無
料
電
話
相
談
会

　

司
法
書
士
が
相
続
登
記
を
中
心
に
、
相
続
に

関
す
る
様
々
な
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

▼
日
時
／
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
28
日
（
月
）

ま
で
の
平
日　

13
時
30
分
～
17
時

▼
相
談
電
話
／
０
５
０
―
５
４
３
３
―
５
７
９
３

▼
実
施
団
体
／
山
形
県
司
法
書
士
会

　
山
形
県
救
急
電
話
相
談

▼
相
談
日
時
／
毎
日
19
時
翌
朝
8
時

▼
電
話
／
小
児
救
急
電
話
相
談
（
15
歳
未
満
）

♯
８
０
０
０
ま
た
は
０
２
３
―
６
３
３
―
０
２
９
９

大
人
の
救
急
電
話
相
談
（
15
歳
以
上
）

♯
８
５
０
０
ま
た
は
０
２
３
―
６
３
３
―
０
７
９
９

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
＠
山
形

▼
対
象
者
／
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
▼
相
談
受
付
／
毎
日
18
時
30

分
～
22
時
※
年
末
年
始
を
除
く
▼
内
容
／
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
（
つ
ら
い
・
苦
し
い
・

気
分
が
沈
む
な
ど
）
▼
利
用
方
法
／
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
友
だ
ち
登
録
▼
Ｉ
Ｄ
【
＠
９
５
０
ｗ
ｔ

ｍ
ｑ
ｈ
】

そ　
　

の　
　

他

毎
年
２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

　

択え
と
ろ
ふ捉
島
・
国く
な
し
り後
島
・
色し
こ
た
ん丹
島
・
歯は
ぼ
ま
い舞
群
島
の

一
日
も
早
い
返
還
実
現
を
！

出典：北方領土問題対策協会
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村の人口と世帯
（12月末現在） 4,188人（－14人）〈男2,002人（ー8人）、女2,186人（ー6人）〉1,557世帯（－5世帯）※（  ）内の数値は、11月末現在との比較
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満一歳児（１月生まれ）満一歳児（１月生まれ）

　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほし
いとの願いを込めて、戸沢村の満一歳になるお子さんを紹介します。今月は、１月に満一歳を迎
えた子ども達です。（①ご両親の名前 ②地区名 ③ご両親からお子様へのメッセージ）

れんご

矢口　蓮梧 くん

①矢口　修　さん

　　　　朋江　さん

②津谷

③「お兄ちゃんたちと一緒

　に、みんなで元気に楽し

　く過ごそうね♪」

1月25日

生まれ

●14 ●

　
年
が
明
け
、
早
い
も
の
で
既

に
一
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
冬

本
番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
除

雪
作
業
や
雪
道
の
運
転
な
ど
に

難
儀
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
今

シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
運
転
中
に

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
場
面
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

　
村
内
で
も
、
雪
の
影
響
に
よ

る
自
動
車
の
交
通
事
故
が
多
発

し
て
お
り
ま
す
。
事
故
や
ケ
ガ

に
は
十
分
注

意
し
、
今
冬

を
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し

ょ
う
。

編
集
者
の
コ
ラ
ム

編
集
者
の
コ
ラ
ム
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